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本ガイドラインは、i-PROブランドの視覚的要素（VI＝Visual Identity）およびブラン

ドコミュニケーションに関する運用ルールです。一貫性のあるブランド発信により、

i-PROブランドの向上および信頼性を守るため、本ガイドラインに従い使用してくだ

さい。

本ガイドラインで言及されているロゴをはじめとするVIは、その有償無償や形態のい

かんを問わず、事前に当社の承諾を得ることなく、複製、転載、配布などのいかなる使

用も禁止します。

本ガイドラインに記載されていない方法で当社のVIを利用したい場合は、デザインの

視覚的なサンプルを添付して＜Brand_central@ml.i-pro.com＞までご連絡ください。

また、テレビ、新聞、雑誌、オンライン等のメディア媒体でご使用になる場合は、広報

＜pr@i-pro.com＞まで、事前にご連絡ください。

ガイドラインについて問い合わせ：    Brand_central@ml.i-pro.com

テレビ、新聞、雑誌、オンラインメディア掲載の問い合わせ ： pr@i-pro.com

はじめに
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1. ブランド
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五感を超える認識技術で、
最前線のプロフェッショナルが行動できるよう
一瞬の真実を捉える。

逃げずに粘り強く可能性を追い求め、
ステークホルダーの信頼に
応え続けることを第一義とする。

柔軟、大胆、誠実。

社会の安心安全に貢献する、
新しい価値を創造し続ける企業になる。

顧客との長期的なリレーションを築き、
あらゆる環境に対応する
確かなソリューションで応える。

パーパスは、私たちの社会的な存在意義です。
なぜこの事業や企業活動を行うのか、という私たちの原点です。

Purpose パーパス

ビジョンは、私たちが目指す将来像です。

Vision ビジョン

プロミスは、ビジョン実現に向けて
私たちがステークホルダーに約束する提供価値です。

Promise プロミス

バリューは、私たちが最も大切にする姿勢、価値観です。

Values バリュー

パーソナリティは、私たちの行動における気風であるとともに、
i-PROらしさを表すブランドの世界観です。

Personality パーソナリティ

ブランドコンセプト

1. ブランド

i-PROブランドコンセプトは、i-PROブラ

ンドの持続的な成長を支える基盤であり、

すべての企業活動の中核となるものです。

Purpose（存在意義）、Vision（ビジョン）、

Promise（提供価値）、Value（価値観）、

Personality（パーソナリティ）の５項目で

構成されています。

1-1.
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The Power of Truth

タグライン

タグラインは、i-PROのブランドコンセプ

トのエッセンスを端的に伝えるメッセー

ジです。

1-2.

1. ブランド
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ステートメント1-3.

ステートメントは、ブランドコンセプトの

解説であると同時に、あらゆるステークホ

ルダーに向けた私たちの宣言です。社内

外のコミュニケーションツールにおいて

展開します。

私たちは、ものごとに潜む一瞬の真実を捉えたい。

それが、命を救う人々の決断を支え、

社会の安心安全に繋がると信じている。

だから、私たちは挑戦する。

人間の五感を超える認識技術と、

あらゆる環境に対応した確かなソリューションの創造に。

不幸な事件や事故を未然に防ぐ未来を。

見つけられなかった病を見つけ、治せる未来を。

私たちは、社会の安心安全を護る

プロフェッショナルたちと志を同じくし、

その頼れる存在になる。 

1. ブランド
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2. ビジュアル
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写真
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コーポレートロゴ

i-PROのコーポレートロゴは、i-PROを象

徴するブランド資産です。

クリアスペース、最小サイズ等のガイドラ

インに基づき、常に明瞭に、品位を高く表

示してください。

2-1.

2. ビジュアル
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2-2. コーポレートロゴ

コーポレートロゴは、背景が白または薄い

色の場合は基本カラーの黒で表示し、背景

が黒、i-PRO blue、または濃い色の場合は

白で表示します。

i-PRO blueのロゴも必要に応じて使用が

可能です。

表示色と背景色

2. ビジュアル
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2-3. コーポレートロゴ

ロゴは、背景色と表示色のコントラストを

つけ、視認性を確保してください。

背景色との明度差

2. ビジュアル
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実線内側がクリアスペースです

クリアスペース

最小サイズ

印刷： 10mm/�.��inch
デジタル： 68px

�H

�H �H

�H

H

2-4. コーポレートロゴ

クリアスペース

コーポレートロゴの視認性、独立性を高め

るため、ロゴ周囲に余白（クリアスペース）

を設けてください。

これは最小の範囲であり、より広いスペー

スを設けるように設計・デザインすること

を推奨します。

最小サイズ

ロゴを明瞭に表示するため、右図の寸法よ

りも小さく表示しないでください。

クリアスペースと最小サイズ

製品に対して、コーポレートロゴを表示

する場合は、クリアスペースの 1H を

�.�H としてください。

注意

2. ビジュアル
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2-5. コーポレートロゴ

ロゴを表示する場合には、次の禁止事項に

留意して使用してください。

禁止事項 変形しない

立体的な表現にしない

規定外の色を使用しないアウトラインにしない

影を付けない

視認性・可読性を損なう背景に使用しない形状を変えない

回転しない

他の形状や文字、ロゴと組み合わせない

LOGO

2. ビジュアル
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タグライン付き
コーポレートロゴ

タグライン付コーポレートロゴは、プレス

発表や広告等、お客様とのコミュニケーシ

ョンにおいて、コーポレートブランドとし

て示す際に使用してください。

「製品のプロモーション動画」の冒頭や末

尾に「コーポレートロゴ」として示すこと

は可能です。

ハード、ソフトの製品上に使用はしないで

ください。

2-6.

2. ビジュアル
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タグライン付コーポレートロゴは、背景が

白または薄い色の場合は、基本カラーの黒

で表示し、背景が黒、i-PRO blue、または

濃い色の場合は白で表示します。

背景色との明度差は、「2-3.コーポレート

ロゴ:背景色との明度差」を参照してくだ

さい。

2-7.

表示色と背景色

タグライン付き
コーポレートロゴ

2. ビジュアル



タグライン付きのコーポレートロゴは、

主にマーケティング用途に使用します。

製品には表示しないで下さい。

注意

�H �H

�H

�H

H
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クリアスペース

ロゴの視認性、独立性を高めるため、ロゴ

周囲に余白（クリアスペース）を設けてく

ださい。

これは最小の範囲であり、より広いスペー

スを設けるように設計・デザインすること

を推奨します。

最小サイズ

ロゴを明瞭に表示するため、右図の寸法よ

りも小さく表示しないでください。

実線内側がクリアスペースです

印刷： 16.5mm/�.��inch
デジタル： 112px

クリアスペース

最小サイズ

�-�.

クリアスペースと最小サイズ

タグライン付き
コーポレートロゴ

2. ビジュアル
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ロゴを改変する使用方法を禁止します。

変形しない

規定外の色を使用しないアウトラインにしない

影を付けない

視認性・可読性を損なう背景に使用しない形状を変えない

他の形状や文字、ロゴと組み合わせない

LOGO

立体的な表現にしない

回転しない

�-�.

禁止事項

タグライン付き
コーポレートロゴ

2. ビジュアル
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Nexusシンボル

i-PROのブランドシンボルNexus（ネクサ

ス）は、「意思決定に必要な情報とお客様を

つなぐ」ことをビジュアル化したものです。

お客様が決断するうえで重要となる情報を

提供し、お客様をエンパワーするという私

たちのコミットメントを体現しています。

Nexusは、■で表現される独立したnode

（結節点）の集合体により、大きな正方形を

形作っています。正方形の右側は、■が垂

直につながり、i-PROの頭文字"i"を形作

り、データーや物事と人々を繋げるという

ことを表現します。

Nexusロゴマーク単独で使用する場合は、

i-PROブランド事務局＜Brand_central@

ml.i-pro.com＞へお問い合わせください。

問い合わせください。

問い合わせください。

2-9.

2. ビジュアル
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Nexusシンボル
表示色と背景色

Nexusシンボルは、背景が白または薄い色

の場合は基本カラーの黒で表示し、背景が

黒、i-PRO blue、または濃い色の場合は白

で表示します。

背景色との明度差は、「2-3.コーポレート

ロゴ:背景色との明度差」を参照してくだ

さい。

2-10.

2. ビジュアル
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クリアスペース

ロゴの視認性、独立性を高めるため、ロゴ

周囲に余白（クリアスペース）を設けてく

ださい。

これは最小の範囲であり、より広いスペー

スを設けるように設計・デザインすること

を推奨します。

最小サイズ

ロゴを明瞭に表示するため、右図の寸法よ

りも小さく表示しないでください。

実線内側がクリアスペースです

�H

�H �H

�H

H

印刷： 3mm/�.��inch
デジタル： 15px

クリアスペース

最小サイズ

�-��. Nexusシンボル
クリアスペースと最小サイズ

2. ビジュアル
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ロゴを改変する使用方法を禁止します。

変形しない

立体的な表現にしない

規定外の色を使用しないアウトラインにしない

影を付けない

視認性・可読性を損なう背景に使用しない形状を変えない

回転しない

他の形状や文字、ロゴと組み合わせない

LOGO

�-��. Nexusシンボル
禁止事項

2. ビジュアル



21 i-PRO Brand Guidelines

広告におけるコーポレートロゴの表示位置

は、明瞭さを第一に配置にしてください。

基本は、上側左右2か所のいずれかに配置

してください。必要な場合は中央に配置し

てください。上部分が難しい場合は、下側

左右、もしくは中央に配置してください。

バナー等の極めて横長、縦長になるの広告

は、右図にように中央配置を推奨します。

ロゴ周囲のクリアスペースは、「2-13.コー

ポレートロゴクリアスペースと最小サイ

ズ」を参照してください。

専門誌や雑誌等の誌面に広告掲載する場

合、中心付近やページをまたいで配置し

することは禁止します。（右下図を参照）

誌面広告の場合、見開き中心付近の配置は禁止

2-13. 広告でのロゴ表示
配置とクリアスペース ロゴ

ロゴ ロゴ

ロゴ

ロゴ

ロゴ

ロゴ

ロゴ

ロゴ

配置

横配置 横長バナー

縦配置

縦長バナー

注意

注意

ロゴ ロゴ

ロゴ

2. ビジュアル
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展示ブースにコーポレートロゴを表示する

場合、できるだけ広い面に独立させてヨコ

向きに配置し、ロゴの明瞭さが際立つよう

１つ配置することを原則としてください。

ロゴ周囲のクリアスペースは、「2-13.コー

ポレートロゴクリアスペースと最小サイ

ズ」を参照してください。

ロゴの周囲に十分な余白を確保している

場合でも、右下の図に示すような、要素が

密集した煩雑なレイアウトにならないよ

う注意してください。

ロゴの縦方向での表示は禁止します。

制約によりコーポレートロゴを縦方向に

配置せざるを得ない場合に限り、縦方向で

の表示を認めます。

コーポレートロゴを別の位置に表示でき

る場合は、縦方向での表示は禁止します。　

2-14. 展示ブースでのロゴ表示
配置とクリアスペース

ロゴの視認性に悪影響があるため、クリアスペースの
外であっても、ロゴ周囲に要素を配置しないよう配慮
してください。

複数のロゴを表示せず、もっとも視認性の高い場所に
ひとつ表示することを原則にしてください

縦表示は原則禁止です。

壁の角 壁の中央 吊り下げ中央

表示イメージ

We want to capture the momentary
truth hidden in things.  This supports
people's decisions to save lives.
We believe that this will lead to the 
safety and security of society.

禁止

禁止

2. ビジュアル
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タイポグラフィは、アイデンティティの基

本要素です。すべてのコミュニケーション

において、一貫したイメージを作り出す上

重要な役割を果たしています。

イワタUDゴシック、源ノ角ゴシックJP、

NotoSansを、右図の適用範囲を元に使

用してください。

レギュラーサイズ（M、Regular）を基本と

し、表記内容やレイアウトのバランスに応

じて、太さを選んでください。

対外的な公式文章（プレスリリース、会社

方針等の公式文章、公式レター）は、テン

プレート（源ノ角ゴシックJP）を使用して

ください。それ以外は、英語（ラテン語）で

はCalibri、日本語ではYuGothic UIを推奨

します。

2-15. タイポグラフィ

2. ビジュアル

製品（ハード本体）　

主銘板/梱包箱/各種ラベル

取扱説明書

製品（ソフト）

保証書

カタログ/パンフレット 

Webサイト 

イワタUDゴシック

イワタUDゴシック

イワタUDゴシック

イワタUDゴシック

製品機能表示の印刷や刻印表示

製品や梱包箱の表示（工場印刷ラベル含む）

Webのみ／印刷物(紙)はイワタUDゴシック

カメラ/レコーダGUI ,iAG, Remo.,   ASM, ツール等

Web含む

Web含む

源ノ角ゴシックJP ／ Noto Sans JP 

源ノ角ゴシックJP ／ Noto Sans  JP  

源ノ角ゴシックJP ／ Noto Sans  JP 

源ノ角ゴシックJP ／ Noto Sans  JP  

Noto Sans 

※各書体の他ウェイトも使用可能です。

源ノ角ゴシックJP

適用範囲 フォント種類 備考



縦書き

文章中に使う場合の例

基本的に禁止

特に注意
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社名を文章の中に表記する場合、「2-15. タ

イポグラフィ」で指定されたフォントで表

示してください。

文章中では「i-PRO」を一つのまとまりとし

て使用し、分離せずに表記してください。

Webサイト等、技術上分離してしまう場合

はその限りではありません。

文章中のコーポレートロゴ使用は禁止で

す。

社名を間違えて記載すると、i-PROブラン

ドの毀損になります。ハイフンの省略

（iPRO）、大文字小文字を間違え（i-pro）

等で表記せず、また確認を怠らないでくだ

さい。

2-16. 社名表記

本ガイドラインは、一貫性のあるブランド発信により

i-PROブランドの向上および信頼性を守るため制定されました

本ガイドラインは、一貫性のあるブランド発信によりi-

PROブランドの向上および信頼性を守るため制定されました

本ガイドラインは、一貫性のあるブランド発信により

　　　　ブランドの向上および信頼性を守るため制定されました

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
一
貫
性
の

あ
る
ブ
ラ
ン
ド
発
信
に
よ
り
︑

i-PRO

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
お
よ
び

信
頼
性
を
守
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た

横書き

文章中のコーポレートロゴ使用は禁止

社名・ブランドの誤記は厳に禁止

iPRO ipro i-pro IPRO I-PRO

「i-PRO」のまとまりを分離するのは原則禁止

禁止

2. ビジュアル



問い合わせが必要な、ダブルブランドになる文章中の表示例
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2-17. ダブルブランド

 by

本ガイドラインは、一貫性のあるブランド発信により

他社ブランド by i-PROの向上および信頼性を守るため

制定されました

本ガイドラインは、一貫性のあるブランド発信により

i-PRO/他社ブランドの向上および信頼性を守るため

制定されました

i-PROブランドと他社ブランドを併記する

必要が生じた場合は、ブランド窓口までお

問い合わせください。

クリアスペースを遵守した場合でも、他

社ブランドと同時表記された場合は、ダブ

ルブランドとなります。

ダブルブランドは、i-PROブランドのイメ

ージを変容させることで、i-PROのメッセ

ージがお客様に正しく届かなくなる恐れ

があります。責任の所在も不明確になる

可能性があるため、細心の注意を払って下

さい。

他社ブランド

他社ブランド

他社ブランド

他社ブランド

左右に配置

問い合わせが必要な、ダブルブランドのロゴ表示例

広告やバナー

上下に配置

単語を付加して配置

他社ブランド

2. ビジュアル
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会社説明定型文は、プレスリリースの末尾

にボイラープレートとして記載するほか、

各種会社説明の資料や広告に使用してく

ださい。

2-18. 会社説明定型文

i-PRO株式会社について

i-PRO株式会社は、パナソニックから独立した、セキュリティ、セーフティ、
医療用エッジコンピューティングカメラの世界的リーディングカンパニーです。
60年超におよび培われた高品質で信頼性の高いハードウェアを用いて、
画像を意思決定の現場で活用する最先端技術を開発しています。
i-PRO製品は、容易にカスタマイズおよび統合ができるよう設計されており、
お客様のあらゆる用途に柔軟に対応します。私たちは、AIを倫理的に責任をもって活用し、
堅固なサイバーセキュリティを備え、持続可能なテクノロジーを提供します。
i-PROは、2023年より国連グローバル・コンパクトの参加企業です。

2. ビジュアル



i-PRO Blue
Pantone ���� C
C�� M�� Y� K�
R��� G��� B���
#����E�

Black
Pantone Black �
C�� M�� Y�� K���
R� G� B�
#������

Gray �
Pantone ��� C
C�� M�� Y�� K��
R�� G�� B��
#�C�F�A

Gray �
Pantone Cool Gray � C
C� M� Y� K��
R��� G��� B���
#������

Gray �
�% Black
C� M� Y� K�
R��� G��� B���
#E�E�E�

Gray �
Pantone Cool Gray � C
C� M� Y� K��
R���  G���  B���
#BDC�BF

プライマリーカラー：i-PROブランド基本色 プライマリーカラー：i-PROブランドの基本補助色

セカンダリーカラー：プライマリーカラーに対する挿し色
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カラーは、i-PROアイデンティティの重要

な要素です。一貫した配色を心がけてく

ださい。

プライマリーカラー

i-PRO blueはi-PROを象徴する、特別なブ

ランドカラーです。優先的にi-PRO blue

を使用してください。また、白もプライマ

リーカラーとします。

セカンダリーカラー

i-PROブランドカラーである、i-PRO Blue

に対する、挿し色としての使用を推奨しま

す。基本的にはプライマリーカラーであ

るi-PRO Blueを使用してください。

2-19. カラー

Light green
Pantone ���� C
C�� M� Y�� K�
R��  G���  B���
#��A��A

Dark green
Pantone ����C
C�� M�� Y�� K��
R��  G���  B���
#�A���C

Light red
Pantone ����C
C�  M�� Y��  K�
R���  G��  B��
#D�����

Dark red
Pantone ����C
C�� M�� Y�� K��
R���  G��  B��
#B��F��

2. ビジュアル



パブリックスペースのイメージ：

スケール感、幾何学的、動きのある人物を

選定してください。いずれもダイナミック

な視点の表現を心がけてください。

プロフェッショナルのイメージ：

専門家が機器を操作している、真剣な表情

の写真を選定してください。

働いている様子が背景に広がり、奥行きが

感じられる描写が望ましいです。

人物のイメージ：

「柔軟、大胆、誠実」なパーソナリティが感

じられる写真を選定してください。特に被

写体のまなざしにフォーカスし、自然な表

情の人物が最適です。

SharePoint に様々な写真が保管されてい

ます。下記からダウンロードしてください。
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2-20. 写真

ダウンロードサイトへ移動

パブリック

プロフェッショナル 人物

2. ビジュアル

https://iproglobal.sharepoint.com/sites/BrandCentral/photograph


ネクサスグリッド
ネクサススクエア
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白背景 グレー背景 黒背景

ネクサススクエア

名刺等小さく使う場合

横長に変形可能です

小さい正方形の位置を変えられます

正方形の比率

展示会等、大きく使う場合

グラフィックモチーフは、ネクサスシンボ

ルから発展した表現方法です。

ネクサスグリッド

正方形の点が均等なグリッド状に広がる

グラフィックモチーフです。文字や写真

と組み合わせて使用することもできます。

文字や、ネクサススクエアと組み合わせる

場合は、点を削除してください。

ネクサススクエア

正方形が組み合わさったグラフィックモ

チーフです。右図と「3-2. グラフィックモ

チーフ例」を参照し、活用してください。

2-21. グラフィックモチーフ

�/� �/�

ネクサスグリッド

2. ビジュアル
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ネクサスグリッドは、中央に配置する
点の行は、中央の水平軸Xに合わせる

ネクサスグリッドは、中央に配置する
点の列は、中央の垂直軸Yに合わせる

点の行と列は、中央の水平軸Xと垂直軸Y上で交差させない 点の行か列のどちらかを、中央の水平軸X、または垂直軸Yに合わせる

Y

XXネクサスグリッドは、原則としてレイアウ

トの中央に配置します。常に、点の行、

または列のどちらかを、中央の水平軸、

または中央の垂直軸に合わせます。

点の行と列は、中央の水平軸と垂直軸上

で交差しないようにしてください。

2-22. グラフィックモチーフ

Y

X

Y

X

Y

ネクサスグリッド
配置

2. ビジュアル
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点の幅

ネクサスグリッドの点の幅は、2点間の距

離Hに対して0.033Hとします。

マージン

マージンとは、ネクサスグリッドの周囲か

ら端までの余白です。マージンは、2点間

の距離Hに対して、最小0.15Hから最大

�.�Hの範囲になるようにしてください。

極端に小さなサイズや大きなサイズのアプリ

ケーションには、適宜調整してください。

2-23. グラフィックモチーフ

H

�.��H ～ �.�H
マージン

点の幅：�.���H

マージン：最小0.15H ～ 最大�.�H

H = �点間の距離

マージン
�.��H～�.�H

�.���H
点の幅

マージンが狭すぎる（�.��H以下）大きすぎる（または、小さすぎる） マージンが広すぎる（�.�H以上）
マージン点のサイズ マージン

ネクサスグリッド
点のサイズ・マージン

2. ビジュアル
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ネクサスグリッドは、レイアウト全体に配

置する必要はありません。文字などの要

素を入れるために、グリッドを3行、また

は3列まで減らすことができます。

この場合、ネクサスグリッドは必ず、レイ

アウトの左右いっぱい、または上下いっぱ

いのどちらかに配置し、2辺以上からグリ

ッドを減らさないようにしてください。 グリッドを1辺（例は上辺）から3行にする グリッドを1辺（例は下辺）から3行にする グリッドを1辺（例は左辺）から3列にする

グリッドを2行、または2列以下にしない グリッドを2辺以上から減らさない

2-24. グラフィックモチーフ
ネクサスグリッド
グリッドの最小値

�

�

�

�

�

�

�

�

� � �2. ビジュアル
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推奨グリッド

推奨グリッド

A�サイズにおけるグリッドは、4×5、

4×7、5×6、5×8の4種です。

グリッド最小値

グリッドをレイアウトの上下左右いずれ

か1辺から減らす場合は、右の例を参考に

してください。グリッドの余白は、規定

マージンの範囲でバランスを調整してく

ださい。

A�以外のサイズでは、グリッド数とマー

ジンを適宜調整してください。

2-25. グラフィックモチーフ
ネクサスグリッド
A�配置の例

�×� �×��×� �×�

�×� �×��×� �×�

�×� �×��×� �×�

グリッド最小値

2. ビジュアル
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推奨グリッド

USレターサイズにおけるグリッドは、

4×5、5×6の2種です。

グリッド最小値

グリッドをレイアウトの上下左右いずれ

か1辺から減らす場合は、右の例を参考に

してください。グリッドの余白は、規定

マージンの範囲でバランスを調整してく

ださい。

USレター以外のサイズでは、グリッド数

とマージンを適宜調整してください。

2-26. グラフィックモチーフ �×� �×�

�×� �×�

�×� �×�

ネクサスグリッド
USレター配置の例

推奨グリッド

グリッド最小値

2. ビジュアル
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推奨グリッド

PPTワイドスクリーンサイズ（5.63×10

inch）におけるグリッドは、4×7、5×8の

2種です。

グリッド最小値

グリッドをレイアウトの上下左右いずれ

か1辺から減らす場合は、右の例を参考に

してください。グリッドの余白は、規定

マージンの範囲でバランスを調整してく

ださい。

PPTワイドスクリーン以外のサイズでは、

グリッド数とマージンを適宜調整してく

ださい。

2-27. グラフィックモチーフ
ネクサスグリッド
16：9 ワイドスクリーン配置例

�×� �×�

�×� �×�

�×� �×�

推奨グリッド

グリッド最小値

2. ビジュアル
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フォーカススクエアは、画像上の特定領域

を正方形でハイライトする表現です。メ

ッセージに合わせて適宜使用してくださ

い。

１：特定フォーカスの場合

右図１のように、画像上の特定部分をフォ

ーカスする場合、対象以外をグレーアウト

します。明るくなったフォーカスエリア

が、明確に正方形として見えるよう配慮し

てください。

２：複数フォーカスの場合

右図２のように、複数の領域をフォーカス

する場合は、i-PRO blue の正方形を使用

してください。

2-28. グラフィックモチーフ
フォーカススクエア

特定の人物や物をフォーカスする場合、対象以外をグレーアウトします フォーカス対象を特定しない場合、i-PRO Blueを使用します

使用アプリケーション：Adobe Illustrator / Photoshop 下図のように指定の色以外の使用は避けてください。

i-PRO blue
不透明度80%
オーバーレイ

重ねる

i-PRO blue
不透明度50%
乗算

画像

１：特定フォーカスの例

禁止

２：複数フォーカスの例

i-PRO blue のフォーカススクエア　作成方法

➀透明のBlackで全体を塗り、対象領域を正方形で切り抜く。または、
➁対象領域を正方形の白色で塗り、不透明度「オーバーレイ」を設定
する。ハイライトを強調する場合は、➀と➁を組み合わせる。

2. ビジュアル
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アイコンは、5×5のグリッドの中で四角

形を自由に組み合わせて特定の意味を表

します。

カラーは白とGrayの2色の組み合わせで

配色してください。Grayは1 ～ 4のいず

れか1色を使用できます。

2-29. グラフィックモチーフ
アイコン 5×5以外のアイコングリッドは使用しない

アイコングリッド

配色例

アイコンにGray�～�以外の配色をしない

禁止

Must-Nots

2. ビジュアル
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右図で示されている表現は禁止します。

2-30. グラフィックモチーフ

ADVANCED 
TECHNOLOGY
FOR YOUR 
EVERY NEED.

フレキシブルモジュールを格子状に表示しない ネクサスシンボルと混同するような配色や配置をしないラインで表示しない
Flexible Module IconsFocus Square

点のサイズをランダムに表示しない 点をランダムに配置しない
Nexus Grid

点は、規定色以外で表示しない
Nexus Grid Nexus Grid

��:��:��

INNOVATION
YOU CAN SEE

INNOVATION
YOU CAN SEE

INNOVATION
YOU CAN SEE禁止

2. ビジュアル
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3-1.

3-2.

3-3.

3-4.

3-5.

3-6.

40

41

42

43

44

45

ロゴとカラー

グラフィックモチーフ

コミュニケーションツール

Webサイト

ビルボード

コーポレートロゴデータ一覧

3. ビジュアルサンプル
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カラーパレットを使用した表示例です。

原則として、i-PROのブランドカラーの認

知向上を目的とし、i-PRO Blue、白、黒を

活かした色彩設計にしてください。 

3-1. ロゴとカラー

展示会サイネージ、看板例

資料内の注目をしてほしい項目にi-PRO Blueを使用した例

Confidencial

資料の表紙例➁

資料の表紙例➀

本ガイドラインは、i-PROブランドの視覚的要素（VI＝Visual Identity）およびブラン

ドコミュニケーションに関する運用ルールです。一貫性のあるブランド発信により、

i-PROブランドの向上および信頼性を守るため、本ガイドラインに従い使用してくだ

さい。

本ガイドラインで言及されているロゴをはじめとするVIは、その有償無償や形態のい

かんを問わず、事前に当社の承諾を得ることなく、複製、転載、配布などのいかなる使

用も禁止します。

本ガイドラインに記載されていない方法で当社のVIを利用したい場合は、デザインの

視覚的なサンプルを添付して＜Brand_central@ml.i-pro.com＞までご連絡ください。

また、テレビ、新聞、雑誌、オンライン等のメディア媒体でご使用になる場合は、広報

＜pr@i-pro.com＞まで、事前にご連絡ください。

3. ビジュアルサンプル

監視カメラ

i-PROブランド

モジュカ

メディカルビジョン
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各種グラフィックモチーフは、単独でも組

み合わせでも使用できます。

ネクサススクエアのサイズを変える、グリ

ッドと組み合わせる、文字や写真と共に

表示することできます。

3-2. グラフィックモチーフ

The Power of Truth

Security Surveillance

Medical Vision

Module Camera

Sample Text Here

Sample Text Here

Sample Text Here

3. ビジュアルサンプル



Power of Truth

Confidencial

Business Field
Security 

Surveillance

Medical
Vision

Moduca
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ダウンロードサイトへ移動

名刺

3-3. コミュニケーション
ツール

各種公式発信

レタープレスリリース

技術文書など

表紙

コンテンツ

日本語表記 英語表記

3. ビジュアルサンプル
プレゼンテーション

https://iproglobal.sharepoint.com/sites/BrandCentral/template


Webサイト例
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3-4.

3. ビジュアルサンプル
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3-5. ビルボード例

3. ビジュアルサンプル



コーポレートロゴデータ
ファイル一覧
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ロゴ・タグライン付ロゴ・ネクサスシンボ

ルのデータは、デジタルと印刷の形式があ

ります。適切な形式を使用してください。

3-6.

3. ビジュアルサンプル
ロゴ　黒 タグライン付ロゴ　黒 ネクサスシンボル　黒

ロゴ　白 タグライン付ロゴ　白 ネクサスシンボル　白

Digital

Print

i-PRO_logo_rgb_blk.ai i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blk.ai
i-PRO_logo_rgb_blk.jpg i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blk.jpg
i-PRO_logo_rgb_blk.png i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blk.png
i-PRO_logo_rgb_blk.svg i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blk.svg

i-PRO_logo_cmyk_blk.ai i-PRO_Nexus_symbol_cmyk_blk.ai
i-PRO_logo_cmyk_blk.eps i-PRO_Nexus_symbol_cmyk_blk.eps

i-PRO_logo_tag_rgb_blk.ai
i-PRO_logo_tag_rgb_blk.jpg
i-PRO_logo_tag_rgb_blk.png
i-PRO_logo_tag_rgb_blk.svg

i-PRO_logo_tag_cmyk_blk.ai
i-PRO_logo_tag_cmyk_blk.eps

ロゴ　i-PRO blue タグライン付ロゴ　i-PRO blue ネクサスシンボル　i-PRO blue

Digital

Print

i-PRO_logo_rgb_blue.ai i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blue.ai
i-PRO_logo_rgb_blue.jpg i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blue.jpg
i-PRO_logo_rgb_blue.png i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blue.png
i-PRO_logo_rgb_blue.svg i-PRO_Nexus_symbol_rgb_blue.svg

i-PRO_logo_cmyk_blue.ai i-PRO_Nexus_symbol_cmyk_blue.ai
i-PRO_logo_cmyk_blue.eps i-PRO_Nexus_symbol_cmyk_blue.eps

i-PRO_logo_tag_rgb_blue.ai
i-PRO_logo_tag_rgb_blue.jpg
i-PRO_logo_tag_rgb_blue.png
i-PRO_logo_tag_rgb_blue.svg

i-PRO_logo_tag_cmyk_blue.ai
i-PRO_logo_tag_cmyk_blue.eps

Digital

Print

i-PRO_logo_rgb_wht.ai i-PRO_Nexus_symbol_rgb_wht.ai
i-PRO_logo_rgb_wht.png i-PRO_Nexus_symbol_rgb_wht.png
i-PRO_logo_rgb_wht.svg i-PRO_Nexus_symbol_rgb_wht.svg

i-PRO_logo_cmyk_wht.ai i-PRO_Nexus_symbol_cmyk_wht.ai
i-PRO_logo_cmyk_wht.eps

i-PRO_logo_tag_rgb_wht.ai
i-PRO_logo_tag_rgb_wht.png
i-PRO_logo_tag_rgb_wht.svg

i-PRO_logo_tag_cmyk_wht.ai
i-PRO_logo_tag_cmyk_wht.eps i-PRO_Nexus_symbol_cmyk_wht.eps

ダウンロードサイトへ移動

https://iproglobal.sharepoint.com/sites/BrandCentral/logo
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改定履歴

Ver. 1.51 P.12 ロゴ禁止事項に関して、「回転しない」・「他の形状や文字、ロゴと組み合わせない」を追加
P.22 展示ブースに関して、「ロゴのタテ表示を原則禁止」を追加
P.23 フォントのウェイトに関して、「表記以外のウェイトも使用可」を追加
P.26 「i-PRO株式会社について」の文章を変更
P.42 名刺デザインを最新に変更、プレゼンテーションフォーマットを最新に変更


